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「
芦
屋
の
四
季
・　

選
」第
三
期（
平
成
二
十
二
年
四
月
〜
六
月
）

70

分
の
、芦
屋
の
風
景
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、五
十
人
の
か

た
が
百
二
十
五
点
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

去
る
七
月
十
六
日（
金
）に「
第
四
回
選
考
会
」を
開
催
し
、厳
正

な
選
考
の
結
果
、
次
の
二
十
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�	

�
��
∧
応
募
受
付
順
に
表
示
し
て
い
ま
す
∨

①
堀
川　

達
也
さ
ん　
「
芦
屋
川
の
さ
く
ら
・
開
森
橋
」

②
福
井
恵
美
子
さ
ん　
「
浜
辺
の
授
業
・
芦
屋
川
河
口
」

③
杉
本　

陽
子
さ
ん　
「
友
好
の
あ
か
し
・
モ
ン
テ
ベ
ロ
バ
ラ
園
」

④
小
林　

滋
子
さ
ん　
「
花
咲
く
街
・
呉
川
町
」

⑤
妹
尾　

陽
子
さ
ん　
「
風
そ
よ
ぐ
街
・
宮
川
河
畔
」

⑥
鴛
海　

一
吉
さ
ん　
「
桜
見
・
芦
屋
川
上
流
」

⑦
古
川　

茂
見
さ
ん　
「
憩
う
春
花
壇
・
芦
屋
市
役
所
」

⑧
竹
田
委
久
子
さ
ん　
「
春
爛
漫
・
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
」

⑨
中
井　

茂
人
さ
ん　
「
新
緑
の
滝
乃
茶
屋
・
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
」

⑩
濱
田　

吉
弘
さ
ん　
「
新
緑
の
渓
流
・
芦
屋
川
上
流
」

⑪
歌
川
杜
之
助
さ
ん　
「
歓
声
・
芦
屋
川
」
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⑫
濱
田　

恒
志
さ
ん　
「
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
図
書
館
打
出
分
室
」

⑬
吉
川　

艶
子
さ
ん　
「
雨
の
日
の
芦
屋
市
街
・
芦
屋
霊
園
よ
り
」

⑭
西
澤　

忠
雄
さ
ん　
「
マ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
の
夜
明
け
」

⑮
山
内　

幸
子
さ
ん　
「
芦
屋
料
金
所
・
芦
有
道
路
」

⑯
山
内　
　

守
さ
ん　
「
奥
山
貯
水
池
」

⑰
阪
口　

百
合
さ
ん　
「
浜
風
大
橋
よ
り
」

⑱
黒
住
敬
一
郎
さ
ん　
「
芦
屋
川
の
清
流
と
桜
・
開
森
橋
」

⑲
川
口　

辰
郎
さ
ん　
「
幽
玄
の
森
・
ご
ろ
ご
ろ
岳
」

⑳
川
口　

恭
子
さ
ん　
「
六
麓
荘
町
と
背
山
」

　

昨
年
七
月
か
ら
四
期
に
分
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
市
制
施
行　

周
年
記
念
写
真
集
「
芦
屋
の
四
季
・　

70

70

選
」
の
募
集
は
、
今
回
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
多
く
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
上
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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十
月
末
こ
ろ
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十
月
末
〜
十
一
月
初
旬

　「となりのトトロ」・「天空の城ラピュタ」・「魔女の宅急便」など、世代を超えて
愛され続ける名曲の数々をスタジオジブリ作品のオリジナル歌手・井上あずみ
がお贈りする、心あたたまるファミリーコンサートです。
　市内の小学生との共演も、お楽しみください！　
���　８月21日（土）午後２時30分開演〈２時開場〉　���
ルナ･ホール　���　井上あずみ・古寺ななえ（ピアノ）・
市内の小学生による合唱団（合唱指導：玉置喜美男）　����
一般2,000円（当日2,500円）・中学生以下1,000円（当日1,500円）
＜全席指定＞　��������　市民センター事務所・グ
リル業平・市役所売店・ローソンチケット（Ｌコード53218） ������

�������	��������	

　1954年に芦屋で生まれた、戦後日本を代表する前衛美術グループ「具体美術協
会」（具体）を、貴重な写真・映像を豊富に交え分かりやすく解説する入門講座。
　現代美術を楽しむ方法も見つけられる講座です。あなたも、この入門講座で
「具体」通になってみませんか？
���　①９月11日（土）②10月２日（土）③11月６日（土）④12月４日（土）／午後
２時～３時30分　����講義室　���　①美術家・今井祝雄氏（元「具体」会
員）／②～④本館主任学芸員・加藤瑞穂　���　50人　����　1,500円（４
回分）・各回500円〈いずれも観覧料含む〉　�����　ファクスに氏名・住所・
電話（ファクス）番号・年齢を明記し、８月31日（火）＜必着＞までに下記「具体入門
講座」担当へ　＊応募多数の場合は、抽選します。

�������	
��������������������

�������

�������	
����

�������

�������	
���

�������

�������	
�

��������

��������

�������

��������	
��

�������	
���

�

　

私
た
ち
が
芦
屋
市
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
芦
屋
は
、
空
襲
で
一
面
の

焼
け
野
原
だ
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
家
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
建
ち
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

夫
・
内
海
清
は
昭
和
五
年
に
内
務
省
に

入
り
、
二
十
二
年
初
め
に
は
兵
庫
県
庁
へ

赴
任
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
秋
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
の
命
が
下
さ
れ
、

芦
屋
に
来
た
こ
ろ
は
義
兄
の
経
営
す
る
会

社
の
副
社
長
と
し
て
、
大
阪
ま
で
通
勤
す

る
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
公
職
追
放
は
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
当
時
の
市

長
で
あ
っ
た
猿
丸
吉
左
衛
門
氏
か
ら
「
芦

屋
市
政
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お
話

が
あ
り
、
最
初
は

お
断
り
し
た
も

の
の
、
三
顧
の
礼

に
お
応
え
せ
ざ

る
を
得
な
く
な

り
、
昭
和
二
十
六

年
五
月
、
芦
屋
市
の
助
役
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

夫
の
回
顧
録
「
浮
草
の
如
く
」（
昭
和
五

十
五
年
）
に
は
、
そ
の
こ
ろ
の
芦
屋
の
よ

う
す
が
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
想
像
し
て
い
た
と
お
り
、�
市�
と
は
名

の
み
で
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
旧
態
依
然
た
る

�
村�
で
あ
り�
役
場�
で
し
た
。
村
か

ら
一
足
飛
び
に
市
に
な
っ
た
無
理
や
、
抜

き
が
た
い
古
い
習
慣
が
災
い
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。』『
さ
ら
に
大
問
題
は
財
政
で

し
た
。
昭
和
十
五
年
市
制
施
行
当
時
、
歳

出
総
額
に
近
い
黒
字
を
残
し
た
芦
屋
市
は
、

終
戦
後
も
昭
和
二
十
四
年
ま
で
は
ど
う
や

ら
赤
字
を
出
さ
ず
に
越
し
て
き
た
の
で
す

が
、
巨
額
を
要
す
る
戦
災
復
興
費
と
、
芦

屋
の
よ
う
な
都
市
に
は
不
利
な
シ
ャ
ー
プ

勧
告
に
よ
る
税
制
改
革
、
そ
れ
に
も
ま
し

て
、
黒
字
に
慣
れ
た
放
漫
な
財
政
運
営
に

よ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
度
末
に
は
一
挙

に
三
千
万
円
の
赤
字
を
抱
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。』

　

そ
の
後
、猿
丸
市
長
の
退
任
後
を
受
け

る
形
で
市
長
に
就
任
し
た
夫
は
、
昭
和
二

十
七
年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
の
十
二
年
間

に
わ
た
り
、
生
真
面
目
な
性
格
そ
の
ま
ま
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
戦
後
復
興
や
都
市
基
盤
の
充
実
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

財
政
の
再
建
に
は
、
前
任
者
が
オ
ー
ト

レ
ー
ス
場
に
と
考
え
て
い
た
岩
園
町
の
市

有
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
国
の
住
宅
公
団

に
売
却
、
市
の
赤
字
の
三
分
の
一
を
一
挙

に
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、全
国
初
の
公
園
墓
地「
芦
屋
霊

園
」の
造
成
に
取
り
組
み
、当
時
か
ら
多
く

の
か
た
が
視
察
に
来
ら
れ
、
使
用
を
申
し

込
ま
れ
る
市
民
も
増
え
、
今
で
は
皆
さ
ん

も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
桜
の
名
所
の
公
園

墓
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、ア
メ
リ
カ
・
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
の
も
、市
立

芦
屋
病
院
を
総
合
病
院
と
し
て
開
院
し
ま

し
た
の
も
、夫
の
市
長
在
任
中（
昭
和
三
十

六
年
）の
こ
と
で
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
い
い
思
い
出
も
つ
ら
い

思
い
出
も
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た
息
子

も
今
は
還
暦
目
前
、「
あ
の
こ
ろ
は
、
毎
日
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
お
客
様
で
、
た
い
へ
ん

だ
っ
た
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
夫
も
平
成
三
年
に
亡
く
な
り
、
今

は
「
芦
屋
霊
園
」
で
眠
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
私
は
、
日
曜
日
の
礼
拝
を
欠
か
さ

ず
、
晩
年
に
は
夫
も
楽
し
み
に
参
加
し
て

い
た
月
一
回
の
家
庭
集
会
を
続
け
な
が
ら
、

心
静
か
な
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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大
正
元
年
十
二
月
二
十
七
日
、山
形

県
生
ま
れ
。九
十
七
歳
。昭
和
二
十
四
年
、

芦
屋
市
船
戸
町
へ
転
入
。戦
後
復
興
の

芦
屋
市
を
牽
引
し
た
夫
を
支
え
、近
代

化
へ
の
人
材
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、初
代
会
長
を
務
め
た「
芦
屋

動
物
愛
護
協
会
」（
昭
和
二
十
八
年
発

足
）名
誉
会
長
。船
戸
町
在
住
。
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�����　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の決定
　　　　　　大原町地区地区計画（芦屋市決定）案
�����　８月17日～31日
　　　　　　〈平日の執務時間内〉
�����　都市計画課

��������
　この案について、住民
および利害関係人は、縦
覧期間中に市へ意見書を
提出することができます。
　意見書は個人情報以外
は都市計画審議会の資料
として公表されます。
※意見書の提出は、都市
　計画課へ。
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　本制度は、阪神・淡路大震災で学んだ教訓「助け合い」の大切さを生かし、兵庫県が条例に
基づき実施する信頼の制度です。このたび、これまでの「住宅再建共済」に加え、「家財再建共
済」が新しくできました。＜申込書は、郵便局・県庁・県地方機関・市役所などにあります＞
�������	
�����※賃借・借家にお住まいのかたも、ご加入いただけます。
������　年額1,500円＊新規加入年度は、月額150円×残月数・上限1,500円　����
��　家財を補修・購入した場合〈��50万円/�����35万円/��25万円/����15
万円※対象家財は、住宅再建共済の対象となる住宅の中にある全家財（生活に必要な動産）〉
�������　①加入申込書に必要事項を記入して郵送②加入申込書に必要事項を記入
し、郵便局の窓口に提出③ホームページ（� https://www.jutakusaiken.jp/）で申請
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���　９月10日～11月12日（金）午後１時30分～３時＜全８回＞　���　
市民センター 401室　���　「弥生青銅器と会下山遺跡の時代」大阪大学教
授・福永伸哉氏／「銅鐸の山なみ」奈良文化財研究所・難波洋三氏／「王権胎動」
橿原考古学研究所部長・寺澤薫氏ほか　���　80人　����　2,500円
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���　９月11日～25日（土）午前10時～11時30分＜全３回＞　���　市民
センター 401室　���　サン・セバスティアン「バスクの人々」/バルセロナ
「フラメンコ」/アンダルシア「アルハンブラ宮殿」　���　アメリカン大学
大学院客員教授・芝垣哲夫氏　���　60人　����　1,300円

��������　はがきかファクスに、講座名 ・住所・氏名 ・電話番号を記入し、
　８月30日（月）〈消印有効〉までに下記へ。応募多数の場合抽選（市民優先）
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���　８月26日（木）午前10時30分～正午　����谷崎潤一郎作「瘋癲（ふ
うてん）老人日記」の作品背景・作家の心情などを語る���　作家・柳谷郁子
氏　���　16人　����　2,300円　�����　下記へ　
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���　９月12日（日）午後２時～４時　����　谷崎さん、フェミニズムはお
好きですか？〈谷崎潤一郎と「新しい女」の時代〉　���　井上勝博当館学芸員
���　先着20人　����　1,000円（コーヒー付き）　�����　下記へ
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��
　「MOVING（うごき）」をテーマに、美術博物館のコレクションの
中からモーターなどで実際に動く作品や、筆跡や人の動作など、画
面の中に動きのある作品を紹介しています。＜要観覧券＞
��������������	
�����
������
　�������	
��
���　８月22日（日）午後２時～３時30分　�����小学４～６年
生・先着20人　����　500円　���　吉原治良作品の筆使いを、画
家・寺島みどりとたどる　�����　ファクスで美術博物館へ
　�������	
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���　①８月28日（土）午後２時～４時②29日（日）午後５時～７時
���　高校生以上・15人　���　ダンサー・岡登志子とともに、
体の動き（ダンス）を通して松谷武判「流動K-2」との対話を試みる　
����　500円　�����　ファクスで美術博物館へ

　コレクター自らが独断と偏見で集めた作品
群を紹介。いまだ評価の定まらぬ大坂画壇を
はじめ、絵はがき、幻の焼物「打出焼」にい
たる多様な展示。＜要観覧券＞
����������　８月21日・28日（土）
午後２時～（約30分）　���　展示室

���　８月20日（金）午後１時30分～３時　���　
講義室　���　歌・加藤純子/ピアノ・沖倫子/I  
LOVE  ASHIYA　����　500円（観覧料含む）＊歌
集「愛唱名歌」（野ばら社）のないかたは、歌集代1,000円別
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